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1　は　じ　め　て

ミニトマトは，外観が果物的であると同時に食味もよく，

最近の食生活に適合し，急速に大衆化野菜として定着しつ

つあり，今後も更に消費の拡大が期待される品目である。

普通トマトに比べ，糖度が高く，日もちがよいなどの特

徴があるが．高付加価値化をねらいとして，袋かけによる

房どりを検討したので，その結果を報告する。

2　試　験　方　法

1988年は，披袋に用いる資材について検討した。供試し

た資材は，透明ポリエチレンフィルム（厚さ0．02mm．0．05

mmの2種類），橙色ポリエチレンフィルム（同0．05mm），赤

外線ポリエチレンフィルム（同0．05mm），白色不織布で．

透明ポリエチレンフィルムについては，有穴と無穴．白色

不織布は無穴のみ，その他の資材は有穴のみで処理した。

袋は縦45cm．桟30cmで，穴は直径5mmのものを袋当り6か

所あけた。

1果房当り10栗に摘果し，各果実が十分肥大したのちに

袋を果房全体にかけた。

品種は‘ナイヤガラスイート■．‘マーブル100’を供試

し，播種は2月23日，定植は4月22日に行い－　雨よけ栽培

とした。1花房当り2－3匝l，ホルモン処理を行った。そ

の他の排種概要は慣行とした。

1989年は，資材を透明ポリエチレンフィルム（厚さ0．02

m，0．05Ⅲm），透明塩化ビニール（同0．1m）とし，各資材と

も有穴と無穴で処理した。占も種は■マーブル100’を供試

し．播種は2月27日，定植は4月25日に行った。その他の

耕種概要は前年と同様とした。

また，一定期間（6／29－7／5と7／30－8／9）に

おける資材別袋内果実表面温度の測定を行った。測定は熟

電対（銅－コンスタンタン）0．2mを用いて．果実表面に瞬

間接着剤で張り付けて行った。

3　試験結果及び考察

（11袋の種類別房どり要日数及び房どり率

1988年における収穫月別の1－10巣までの着色日数は，

資材によって異なった。6．7月は，ポリエチレンフィル

ムで，着色フイルムより，透明フイルムが日数が少なくな

り良くなった。8月は各資材とも．無袋より1～2日短く

なった。透明フイルムは．各収穫月とも，無袋より着色日

数が短く，特に無穴がより短かった。資材の厚さによる差

はみられなかった。

1989年の収穫月別のl～10巣までの着色日数は．7月は

各資材とも無袋より短かったが．8月は透明ポリ（厚さ

0．02mm）の無穴を除いて，ほぼ同じか，むしろ長くなった。

資材の巾では，透明ポリ（厚さ0．02mm）が．7，811とも

他資材より短くなった。

1988年の房どり率は，資材及び月によって異なった。贅

材では，透明ポリの無穴でいずれの厚さとも高かったが，

他の資材では，無袋と同等かそれ以下であった。月別では，

7，8月の高温期で房どり率が低下する傾向がみられた。

表1袋の資材別房どり要日数及び房どり率（1988年）

⊂】
ロロ

資 材 名

（厚 さm ）

穴 1 、 10 栗 ま での 房 ど　 り　 率

種

名

の
有
無

平 均 若 色 日数 （日） （％）

6 月　 7 月　 8 月 6 月　 7 月　 8 月

ナ
イ

透 （0．0 2 ） 無 9．3　 7．3　 7．1 7 5．0　5 3．8　 60．0

〝　 ） 有 9，7 12．7　 8．4 7 0．0　3 8．5　 6 1．5

辛 透 （0．05 ） 無 8 ．1　 8．1　 7．2 10 0．0　 50．0　 66．7

孝 有 10 ．4 10．0　 8．4 6 2．5 10．5　 33．3
フ
ス

橙 （0．0 5 ） 有 11．0 1 1．4　 7．6 14．2　64．3　 27．3

イ 赤 （0．05 ） 有 15 ．5 17．8　 8 0 50．0　4 4．4　 66．7

l 白 色不 織 布 13 ．7 12．0　 7．9 5 7．1 33．3　 30．0
ト 無　　　 袋 － 10 ．9 12．0　 9，4 8 1．8　 30．0　 50．0

マ

透 （0．0 2 ） 無 7 ．8 10．3　 4．0 77．8　 66．7　 83．3

有 11，4 14．8　 6．0 10 0．0　 50．0　 66．7

l 透 （0．05 ） 無 8 ．0 10．6　 6．3 9 0．0　6 0．0　 66．7

プ

ル

100

有 11．6　 8．6　 7．5 88 ．9　 57．1 40．0

橙 （0 ．05 ） 有 10 ．0 12．0　 6．0 100．0　 62．5 ．20．0

赤 （0．05 ） 有 17 ．0　 7．8　　 － 0．0　 50．0　 －

白 色不 織 布 － 11．9 13．7　 8．6 77．8　 33．3　 50．0

無　　　 袋 － 12 ．2 10．8 10．7 100．0　 5．0　 7 1．4

注．－は未調査

表2　袋の資材別房どり要日数及び房どり率（1989年）

資 材 名

（厚 さ 皿 ）

穴 1 － 10 架 ま で の 房 ど　 り　 率

の
有
無

平 均 着 色 日数 （目） （％ ）

7 月　 8 月 言方 7 月　 8 月　 岩石

透 ビ（0 」 ） 無 5．7　　 8．0　 6．9 7 1．4　 3 3．3　 5 2．4

有 6．0　 10．0　 8．0 6 6．7　 6 0．0　 6 3．4

透 ポ（0．0 5 ） 無 5．6　　 7．5　 6．6 8 7．5　 5 0．0　 6 8．8

有 7．5　　 7．3　 7．4 8 0．0　 3 3．3　 5 6．7

透 ポ （0．0 2 ） 無 3．9　　 5．0　 4．5 7 5．0 10 0．0　 8 7．5

有 5．0　　 7．0　 6．0 6 6．7 10 0 ．0　 8 3．4

無　　　 袋 － 8．0　　 8．0　 8．0 6 6．7 10 0．0　 8 3 ．4

る傾向がみられた。着色フイルム，白色不織布は．無袋よ　　　注．品種：マーブル100
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1989年の房どり率は．7月と8月では資材により異なっ

たが，2か月の平均では透明ポリ（厚さ0．02mm）の無穴が

最も高く，次いで資材の有穴と無袋が同値であった。他の

資材は無袋より低かった。

（2）果実品質

l里香主副ま，1番巣と10番黒でIg前後の差があったが，

透明ポリの有穴は．厚さに関係なくその差が少なかった。

糖度，硬度は収穫時に同時に調査した場合には，10番栗の

方が糖度が低く，硬度が高かったが，10番男を2～3日放

置後調査すると，1番巣とほぼ同じ値となった。

蓑3　袋の資材別果実品質（1988年，品種：ナイヤ
ガラスイート）

資材名

（厚 さmm）

穴

l 果重量 糖　　　 度 硬　　 ま

1　 10 1　　 10 1　 10

の 番　　 番 番　　 番 番　　 番

有 果　 果
（ ） t射

果　 果
B rix B rix

果　　 巣

無 ほ ） 脚 脚　　 ㈲ （kd　 は

透 （0．02 ） 無 9．9　　 8．8 8．1 7．7 （8．0） 0．36　 0．3 1

〟 有 9．3　　 9．3 8．8　8，2 （8．7） 0．36　 0．4 0
透 （0．05 ） 無 11．4　　 9．7 8．1 7．3 （8．2） 0．36　 0．4 4

有 10．2　 10．8 9．0　7．8 （8．6） 0．24　 0．3 8
橙 （0．05 ） 有 11．3　　 9．4 8．3　7．1 （8．0） 0．30　 0．3 4
赤 （0．05 ） 有 10．0　 10．6 9．4　7．4 （8，0） 0．36　 0．59
白色不織布 － 10．4　　 9．2 9．1 7．3 （8，5） 0．28　 0．4 6
無　　　 袋 － 10．1　 9．9 8．5　7．2 （8．0） 0．30　 0．46

注．糖度の10番栗の（）内の数値は収穫2－3日後の調杏
硬度：ユニバーサルUB型，円錐を使用

（3）袋の資材別リコピン生成適温遭遇時間

赤の発色と関係の深いリコピンの生成適温は，普通トマ

トでは19℃～25℃で，10℃以下，30℃以上では抑制される

ため，ミニトマトでも同様と考え，各資材での適温域遭遇

時間を調査した。6月29日～7ノ15日では，各区とも無袋

区より適温域遭遇時間はやや長く，巾でも透明ポリ（厚さ

表4　リコピン生成適温遭遇時間及び生成抑制
温度通過時間（1989年）

資 材 名

（厚 さ m ）

穴

の
有

6／2 9－ 7／5 （7 日間 ） 7／3 0－ 8／9 （1 1日間 ）

生 成 適 温　 抑 制 温 度 生 成 適 温　 抑 制 温 度

無 （時 間 ）　 （時 間 ） （時 間 ） （時 間 ）

透 ビ（0．1 ） 無 3 9 ．0 （＋3 ．5）　 0．5 17 0 ．5 （－ 12．0 ） 2 7．5
有 3 7 ．5 （＋2 ．0）　 4 ．0 16 6 ．0 （－ 16 ．5 ） 3 1．0

透 ポ （0．0 5 ） 無 3 6 ．0 （＋0 ．5）　 0 17 4．0 （－ 8 ．5 ） 2 6 ．0
有 3 6 ．5 （＋ 1．5）　 0 17 2．5 （－ 10 ．0 ） 2 4 ．5

透 ポ （0．0 2 ） 無 4 0．5 （＋5 ．0）　 5．0 17 6．0 （－ 6．5 ） 19．5
有 3 9．0 （＋ 3．5 ）　 0 ．5 17 5．0 （－ 7 ．5） 19．0

無　　　 袋
－ 3 5．5　　　　　 0 18 2．5　　　　 13．0

注．（）内の数値は無袋区を0とした差。
生成適温域：18．5－25．5℃，抑制温域10℃以下．
抑制笹度域：10℃以下．30℃以上。

0．02mm）無穴区は40．5時間で5時間はどながくなった。7

月30日～8月9日では．各区とも無袋より適温域遭遇時間

が短くなった。適温域との遭遇時間と着色日数との関係は

あきらかではなかった。

4　ま　　と　　め

6．7月では，10盟の房どりは袋をかけることで可能と

思われる。その際の袋の資材は‥透明ポリエチレンフィル

ム（厚さ0．02mm）が適する。袋は穴を開けないで使用する

が，袋内がかなり過混状態となるため．果実に付着した花

弁は除去する必要がある。8月の高温期については，袋か

けだけでは不十分と思われる。

果実品掛こついては，袋かけの影響はないと思われる。

袋をかけることにより．袋内の果実表面温度は無袋より

轟くなるが，リコピン生成適温域との遭遇時間は．ほとん

ど同程既であった。そのため，発色には温度だけではなく，

エチレン等他の安閑も関与していると思われる。
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